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清瀬市公明党会派 視察研修報告【研修費】 

参加議員   ４名（会派全員） 

視察全経費 172,550 円（交通宿泊参加費含む 4 名分） 

 

 

■視察名：3.11 東日本大震災における遠野市の後方支援活動について 

■視察地：岩手県遠野市 

 

■日 時：令和７年１１月１７日（月）午後１時３０分～午後３時３０分 

 

■研修費：ナシ 

■資料代：ナシ 

 

 

■視察目的 

清瀬市議会公明党の議員団が岩手県遠野市を訪問。東日本大震災における遠野市の「後

方支援拠点」としての活動と、その教訓について研修を受ける。 

 

 

■視察内容 

１.災害時における遠野市の「後方支援拠点」構想 

遠野市が後方支援拠点として機能した背景には、以下の 3つの主要な要因がある。 

• 地理的・地質的優位性 

o 沿岸部（被災地）と内陸部（盛岡など）の中間地点に位置する。 

o ヘリコプターで沿岸・内陸双方へ約 15分という立地。 

o 市全域が安定した花崗岩の地盤で、地震の揺れによる被害が少ない。 

• 歴史的背景 

o 1896年（明治 29年）の明治三陸地震津波の際も、遠野市が沿岸の釜石市・

大槌町を支援し、被災者を受け入れた歴史がある。 

• 「構想」の事前準備 

o 阪神・淡路大震災の教訓から、当時の本田市長（元県庁の防災課長）が「必

ず来る三陸沖地震」に備え、遠野市の役割を「後方支援」と明確に定義。 

o 当初、県などからは「海がないのになぜ？」と理解されなかったが、粘り強く沿

岸 8市町村との連携協議会を設立。 

o 県の総合防災訓練（2007年）で、通常は開催地（遠野）の被災を想定すると

ころを、「沿岸部が被災し、遠野が支援拠点となる」という想定で実施。これが

実際の震災時に生かされた。 
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２. 震災当日の対応と活動の展開 

• 発災と拠点の設置 

o 遠野市も震度 5強を観測し本庁舎が被災。直ちに運動公園に災害対策本

部（テント）を設置。 

• 支援開始の「きっかけ」 

o 発災から 11時間後（3月 12日午前 1時 40分）、大槌町の男性が山を越え

て対策本部に到着。「大槌は壊滅状態。500人が避難しているが何もない」と

窮状を訴える。 

o この生情報により、備蓄物資をかき集め、午前 4時 30分に職員が現地へ出

発。これが後方支援の始まりとなった。 

• 「官民一体」の活動 

o 地域の婦人会などが 1万 4千食のおにぎりを提供。 

o 市民が物資を持ち寄り、高校生ボランティアが仕分け・配送を手伝った。 

o 市内の入浴施設が無料開放された。 

• 「水平連携」のハブ機能 

o 遠野市が「支援の拠点」となり、自衛隊、警察、消防、医療チームのほか、静

岡県、東京都武蔵野市、愛知県大府市など、全国からの支援隊やボランティ

アを受け入れる「ハブ空港」のような役割を担った。 

o この「自治体間の水平連携」は、国や県を通す「垂直的な支援」よりも迅速だ

った。 

• 情報と人の調整 

o 支援が混乱しないよう「遠野市後方支援連携調整会議」を設立。大学、

NPO、企業、行政などが情報を共有し、効率的な支援を展開した。 

o 全国からの個人ボランティアも受け入れ、福祉センターの体育館などを宿泊

場所として提供した。 

 

３.質疑応答（主な論点） 

• 意思決定のあり方 

o 市長が「責任は自分が取る」という姿勢のもと、「被災者が今何を必要としてい

るか」を最優先に行動するよう職員に指示。 

o 通常の予算執行や契約手順を（非常時として）無視し、現場の判断で物資を

調達する「現場判断」を徹底。これがスピード感を生んだ。 

• 物資支援の教訓 

o 善意で送られる「古着」などは、仕分けや被災者のニーズに合わず、現場の

負担になる。 

o この教訓から、遠野市は「新品の下着・シャツ」など、必要なものを具体的に

発信するよう努めた。 
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• 仮設住宅の設置 

o 当時、被災地「外」に仮設住宅を建てることは異例だったが、県と交渉し遠野

市内に設置。 

o 被災者を「お客様」扱いせず、既存の自治会に加入してもらい、地域の一員

として共に活動する形をとった。 

 
講習を受ける議員団 

 
センターと同じ施設内にある遠野市災害後方支援資料館にて  
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■視察名：「オガールプロジェクト」について 

■視察地：岩手県紫波町 

 

■日 時：令和７年１１月１８日（火）午前９時３０分～午前１１時４５分 

 

 

■研修費：20,000円（＠5,000×4名）※後日振込みのため振込料別途 550円 

■資料代：なし  

 

 

■視察目的 

まちづくりにおいて、未利用の市有地をどう活かしていくか、財政難のなかでいか

にして公共施設をつくっていくか、作った公共施設を市民の賑わいの施設としてど

う活用してもらえるか、その施設で利益を生む仕組みは作れないか。このような難

問を私たち公明党清瀬市議団は持っている。 

今回の紫波町の「オガールプロジェクト」は、こうした点においてひとつの成功例

となっていた。 

 

■内 容 

1. 紫波町の基本情報と背景 

⚫ 地理・特徴: 岩手県のほぼ中央（「へその位置」）に位置。人口約 3 万 2 千人。果樹（ブ

ドウ、洋梨など）やもち米の産地であり、酒蔵やワイナリーなど 9つの醸造所がある「発酵

の町」。 

⚫ 理念: 「循環型まちづくり」を掲げ、資源・経済・人の循環を目指している（現在の SDGs

に先駆けた取り組み）。 

⚫ プロジェクトの舞台: JR紫波中央駅前の町有地（約 10.7ヘクタール）。 

この土地は、駅設置と引き換えに町が購入したが、財政難などで長年「塩漬け（未利

用）」となっていた。 

⚫ 「オガール（OGAL）」:方言の「おがる（成長する）」とフランス語の「Gare（駅）」を組み合

わせた造語。 

 

2. プロジェクトの転換点と体制 

⚫ 課題: 公共事業を行いたくても財政難で予算がつかない。従来の手法（補助金頼み、

行政主導）では開発が不可能だった。 

⚫ キーマン: 

藤原孝 氏（当時町長）: 経営者出身。財政負担を抑えた開発を志向。 

岡崎正信 氏（オガール紫波株式会社）: 地元建設会社出身で、国の再生機構等でま

ちづくりのノウハウを持つ。 

⚫ 推進体制: 第 3セクター「オガール紫波株式会社」を設立。 

行政（官）と民間（民）の間に立つ「エージェント」としての役割。従来の第 3セクターと異

なり、自立した経営（現在は産直事業などで黒字化）を行っている。 
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3. 開発の戦略（オガール方式） 

「補助金に頼らず、稼ぐ公共施設を作る」 

⚫ 公民連携（PPP）の徹底: 行政が口を出さず、民間のノウハウで経営視点の開発を行う。 

⚫ 逆算の開発: 「建ててからテナントを探す」のではなく、「テナントと賃料を 100%決めてか

ら建てる」ことで、事業リスクを極小化し、銀行融資を引き出した。 

⚫ 集客の核（アンカー）: 人口減少時代に「消費」だけを目的にすると失敗する。そのた

め、「図書館」という「消費しなくても人が集まる場所」を核に据えた。 

→目標：年間 30万人（実際はそれ以上を達成）。 

⚫ コスト意識: 木造建築の採用、デザインガイドラインによる統一感とコスト抑制の両立。 

 

４. 主な施設と機能 

⚫ オガールプラザ（中核施設）: 

・ 官民複合施設。図書館、市民活動支援センター、産直（マルシェ）、民間テナント

（カフェ、医院など）が入居。 

・ 町が床を買い取る（図書館部分）などで資金調達を支援しつつ、民間エリアは独立

採算。 

⚫ オガールベース: バレーボール専用アリーナ、ホテル、コンビニなど。 

⚫ 紫波町役場: エコモデルとして木造庁舎を PFI方式で建設。 

⚫ エネルギーステーション: 木質バイオマスによる地域熱供給。 

⚫ 岩手県フットボールセンター: 県サッカー協会を誘致。土地を貸し出し、交付金を出す

ことで初期投資を支援し、長期的な賃料収入を得る仕組み。 

 

５. プロジェクトの成果とメリット 

⚫ 財政的メリット: 

・ 町有地を民間に貸し出すことで「地代」が入る。 

・ 建物や事業から「固定資産税」が入る。 

・ 従来の公共施設は「建てる＝コスト増」だったが、オガールは「町にお金を落とす公

共施設」となった。 

⚫ 集客と雇用: 

・ 年間来場者数は 80万人〜100万人規模（コロナ禍前）。 

・ エリア内で約 300名の雇用を創出。 

⚫ エリア価値の向上: 周辺の地価が上昇し、住宅開発も進んだ。 

 

6. 質疑応答・その他補足 

• 来場者の内訳: 普段使いは町内・近隣が中心だが、図書館やバレーボールアリーナ

には広域からの来訪もある。 

• 図書館運営: 町の直営。当初は NPO委託なども試みたが、方針のズレなどから直

営に戻した。 
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• 住民合意: ワークショップを重ねて合意形成。「中心部ばかり開発して」という周辺部

の不満に対しては、廃校利用（オガール以外のプロジェクト）などで各地域の活性化

も進めることでバランスを取った。 

• テナント管理: 借り入れ返済のため「10年間は退去しない」等の厳しい条件で契約し

ているが、経営者が変わっても後継テナントがすぐ決まるなど、エリアの価値が維持

されている。 

 

 
紫波中央駅前にあるオガール紫波 

 
オガール敷地内にある紫波町役場前にて 



清瀬市公明党会派視察

行先：岩手県遠野市

8:30 集合

8:44 発 南船橋行

ＪＲ武蔵野線 

9:02 着

9:10 発 大宮行

JR京浜東北線

9:17 着 ◆着ホーム:1・2番線

9:32 発

ＪＲ新幹線はやぶさ 9号 新青森行

11:53 着 ※駅構内にて昼食

12:18 発

ＪＲ快速はまゆり 53号　釜石行

13:04 着

タクシー ④

13:30 開始

15:30 終了

タクシー ⑤

17:00 発

ＪＲ釜石線　花巻行

18:01 着

18:14 発

ＪＲ東北本線 盛岡行

18:32 着

徒歩

18:40 着

℡ 019-681-1256

岩手県紫波郡紫波町紫波中央駅前二丁目3番地12

領

収

証

②

③

遠野駅

3.11東日本大震災 遠野市後方支援資料館

紫波中央駅

オガールイン

11/17(月)

領

収

証

②

花巻駅

武蔵浦和駅

新秋津駅

遠野駅

大宮駅

新花巻駅



清瀬市公明党会派視察

行先：岩手県紫波町

徒歩1分

9:30 着

11:45 終了 岩手県紫波町紫波中央駅前2-3-12

徒歩5分

13:34 発

ＪＲ快速はまゆり54号 盛岡行

13:55 着

14:17 発

ＪＲ新幹線はやぶさ 22号 東京行

16:07 着

16:28 発

ＪＲ京浜東北線 蒲田行

16:41 着

16:51 発

ＪＲ武蔵野線・府中本町行

17:11 着

11/18(火)

オーガルイン

紫波中央駅

オガールプラザ

昼食

③

南浦和駅

新秋津駅

領

収

証

②

盛岡駅

大宮駅
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清瀬市公明党会派 備品購入報告【事務所費】 

政務活動費収入支出整理簿 【整理番号 ２】 

事務所費 

支出 48,620 円（セット価格） 

 

 

■用 途：議会活動の効率化のため  

 

■購入先：ａｍａｚｏｎ 

 

■購入機種：マジックキーボード GOOJODOQ 2024 BLACK  12,580円 × 2 

  マジックキーボード GOOJODOQ 2024 WHITE 11,730円 × 2 

  ｉＰａｄ用専用キーボード 

 

■購入目的 

清瀬市議会として「議会ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）」

の一環として、デジタル端末を配備した。これは、行政全体として業務の

効率化とペーパーレス化に取り組む中、議会においてもこれに倣う取り組

みとして、現在も議会として議会改革検討会の一部会として議会ＤＸ部会

を設置し、予算を付けて実行したひとつの形である。 

 

それにともない、議会の定例会質問原稿など議員実務として本タブレット

端末を使用する機会が増大した。しかし、タッチ画面への入力は実機のキ

ーボードに比べ入力の手間がかかる。 

 

そこで我が会派としては、よりタブレット端末への入力を利便とするため、

実機としての本タブレット端末専用のキーボード実機を購入することとし

た。 

 

これにより、定例議会中の記録とり含め、日常的に本タブレットを使用で

き、議会ＤＸにより生かすことができた。 
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■購入サイトに掲載されている本商品の説明画像 

 

 
 

 

 
 

 



3 

 

 
 

 

 
 

  



4 

 

 
 

 



5 

 

 



KIJ25259
長方形

KIJ25259
長方形



KIJ25259
楕円

KIJ25259
線

KIJ25259
線





KIJ25259
長方形



KIJ25259
線

KIJ25259
線

KIJ25259
線

KIJ25259
長方形

KIJ25259
長方形

KIJ25259
線

KIJ25259
線

KIJ25259
線



KIJ25259
長方形



KIJ25259
線



KIJ25259
線








